
古代伊艶道地区の整備

平成 27年度には、史跡東部の「さいくう平安の荘jととちに、古代伊勢道地区の

整備も行います。これは、斎宮歴史博物館と歴史ロマン広場を結ぶ史跡の回遊路とし
いせどう

て、飛鳥～奈良時代には成立した古代の官道「伊勢道jを、発掘調査で確認された幅

約 8.9mの規格と位置そのままに、延長約 350mを舗装整備するものです。

NAγ 

《問い合わせ先》

斎宮歴史博物館調査研究課

三重県多気郡明和町竹川 503番地

下Eし 0596-52-3800cf勺）
E-mail saiku@pref.miejp 

。 SO Orn 

のし

史跡公園「さいくう平安の杜（ちり）Jと復元建物

史跡公園「さいくう平安の杜Jの完成予想図（東から）
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斎宮歴史博物館

平成 27年秋の完成をめざして、史跡
ゃなぎはら

斎宮跡柳原地区では、史跡公園 「さいく

う平安の杜Jの整備を進めています。

ここでは、 9世紀に斎宮寮の長官が、

大勢の役人を前に重要な儀式を行ったり、

都や神宮の使いをちてなした「寮庁jの
せいでん にしわきでん ひがしわきでん

中心的な建物、正殿、西脇殿、東脇殿の

3つの建物と、この一画を囲む幅約 15m

の広大な区画道路を、発掘調査で見つか

った場所そのままに、実物大で復元して

います。
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「さいくう平安の杜」は、史

跡斎宮跡東部に、平安時代の

斎宮を体感できるよう建物や

区画道路を再現した史跡公園

で、約 27,000m （国会議事

堂2棟分）の広さがあります。

こうした史跡公園整備は三

重県でははじめてであり、平

安時代の建物の復元は、全国

でも例の少ない貴重な機会と

なっています。

復元建物3棟を南西からみたところ

【正殿） 平安時代に柳原区画に置かれた斎宮寮庁の、中心的な建物です。
ひわだぷ いりちゃ

檎皮葺きで入母屋造りの屋根、高さ約 1.Smの高床で、南の広場に向かつて建て
ないいん

られています。斎宮寮長官が儀式などを行う所で、「内院Jにある斎王の御殿に次

ぐ、斎宮のシンボルとちいえる建物です。

［西脇殿〕 斎宮跡のこれまでの発掘調査で見つかった中では最大級の床面積を持つ建物です。
ひさし

広場に向かった東側が正面になり、槍皮葺きの屋根と板葺きの庇がある高床の建物
きょうおう

です。広さを活かして儀式や饗応に活用された建物と考えられています。

［東脇殿】 南北方向に長い建物で、発掘調査から建物は小さいながらち柱が大きい事が分か

ったため、床を張らず、南北方向には壁が無い建物であったとみられます。儀式な

どにあたって役人たちがここに並んで待機していたと考えられます。

復元する正殿の発掘調査のようす

この時見つかった柱の位置・間隔 ・大きさのまま、建物を復元します。

復元建物の基礎ち地下の遺構を壊さない、ペタ基礎としています。
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柱の中に入れる鉄柱

復元建物の建築にあたっては、 3棟とち、わが国でち数少ない専門の屋根職人たち

により、本物の槍皮で屋根を葺き、釘を使わない木材と木材の継ぎ手や、樹齢 100年

を超える杉の原木からの木取りを行っています。そして正殿では、木材の表面を古代

の大工道具であるヤリ刀ンナにより仕上げており、姿だけでなく手触りまで平安時代

の建築を再現しています。木材も、約7割に三重県産材を使用しています。

また一方で、みなさんが安心して建物をご見学・ご利用いただけるよう、建物を支

える柱や梁には鉄柱や鉄骨を入れ、大地震でも倒れないような建物になっています。


